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研究課題名  TAWS～在宅専用認知症患者向け服薬管理デバイス～ 

研究成果の概要 

研究目的、研究計画、研究方法、研究経過、研究成果等について記述すること。必要に応じて用紙

を追加してもよい。（先行する研究を引用する場合は、「阪大生のためのアカデミックライティング

入門」に従い、盗作剽窃にならないように引用部分を明示し文末に参考文献リストをつけること。）

研究⽬的 
 複数の介護施設でのヒアリングにて判明した認知症患者の「家に帰りたい」という気持ち。寿命で
はなく、いかにして健康寿命を延ばすかが重要であると昨今叫ばれている中でいかにして⾃宅での暮
らしを伸ばすことができるか思案・調査を⾏った。すると服薬管理がきっかけで介護施設に⼊居する
⽅が多いことがわかった。そこで「服薬アドヒアランスを上昇させることにより⾃宅での時間を延ば
すことができる。そしてそれは認知症の進⾏を抑制・⽣活に対する意欲の向上を⾏うことができる」
という仮説にった。そこで服薬アドヒアランスを向上させることを⽬的にハードウエアの開発を⾏っ
た。 
 ⾼齢者の安全な薬物療法ガイドライン(⼀般社団法⼈ ⽇本⽼年医学)にも記載があるように⾷後
の服薬に注⽬し、従来では時間単位での服薬管理であったものを⾷後感知からスムーズに服薬を促す
デバイス開発を⾏った。 
研究計画・研究⽅法 
 ハードウエアを実際に行うチーム、生体反応のセンサーの可能性を探るチーム、企業連携やマーケ

ティングリサーチを行うチームなど申請されたメンバーのみならず大学院生や他大学の学生も巻き

込んで合計 15 名で開発を進める。次ページにリサーチ班、ハード開発班、センサー探索班他のアク

ションプランを示す。 
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研究経過 
・リサーチ班 

需要がどれぐらいあるのか試算したうえでセンサー探索班(後述)から呼吸音で非侵襲的にセンサー

探索を行うことが可能な企業をピックアップし、共同で開発してくださる企業へアタックを行った。

下記に実際に企業に示したビジネスモデルをまとめた図を示す。 

 
 

・ハードウエア開発班 

 デザイン学専攻の他大学の学生、プログラミングができる大学院生など 5 人で開発を行った。以下

に 5 人で出したデザイン案や CAD を用いて実際に 3D プリンターで作成したものの写真を記載す

る。 
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研究成果 
 企業との連携を考えたときにかなり長期的なスパンでのコミットを要求された件や自分自身に開

発を行うシーズが足らなかったことで断念に至った。開発を行う際にシーズから入ることが負い中で

医学部だからこそできること、医療課題からのアプローチを行った点でとても有意義なものとなっ

た。康寿命を延ばすことが昨今呼ばれている中で現在の高齢者はテクノロジーには疎い方が多い。だ

からこそいかに親しみやｋすく簡便に非侵襲的に高齢者の QOL を上げるかが課題だと思う。今回は

プロジェクトが途中で断念することになったが、一般社団法人 日本老年医学会が 6 月に提言した

「健康長寿達成を支える老年医学推進 5 か年計画」内に認知症に関して「ICT・IoT・ロボット技術・

AI などを用いた認知症支援の研究推進」が挙げられているように時代の流れが来ているのかと思う。

これからも超高齢者社会の日本において健康寿命の延伸に貢献できるよう努力したいと思う。 

 

 

 

 


